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バッコック研究活動年表 (2023年 1月～2025年2月）

Danh sach cac ho~t d(>ng nghien CU'U doan Bach Coe da thl!C hi~n 

日時 形式※ 主な内容

2023年

2月 10日 研究会 (HY) ベトナム農村経済研究会「21世紀のベトナム農村経済ーバ

ッコック村総合調査より一」

要旨： 1990年代以降のベトナム経済の急速な発展にともな

い、ベトナム農村は急激な変化のさなかにあります。京都大

学東南アジア地域研究研究所では、この度、 21世紀のベト

ナム農村経済の変化を、村の内外から検討する研究会を開催

いたします。より具体的には、北部デルタ地帯にあるナムデ

ィン省バッコック村における調査研究の成果を 2名の研究

者によって報告していただき、村の外側からの影響（農外就

業）と内側の変化（農地利用）を総合的に検討します。

「バックコック村周辺の農外就労機会の変化ー工業区開発

を中心に一」新美達也（名古屋学院大学）

「バックコック村の農家家計と農地利用の変化一

2005,10,15年アンケート分析より一」岡江恭史（農林水産政

策研究所）

2月24日 研究会 (HY) 東南アジアの自然と農業研究会（第 191回例会）

「ベトナム紅河デルタ村落の農業変容ー制度の中の生産と

ムラの役割ー」柳澤雅之（京都大学）

要旨： 1994年にベトナムで開始されたバッコック村落研究

は、紅河デルタの農業・農村・農民の経験を、激動のベトナ

ム近現代史の中に位置づける試みである。本報告では特に、

社会主義から市場経済への移行過程における農村社会の変

容に焦点を当てる。この間における農業生産の変化を、制度・

技術・経済インセンティブから検討し、それらをあたかも自

律的に統合しているかのようなムラの役割について考える。

さらに、バッコック村の経験を通じて、農学的適応・工学的

適応として知られる、人と自然の関係についての議論を再考

する。

3月 17日 研究会 (OL) 研究発表（柳澤）

5月 1日 研究会 (OL) 研究発表（柳澤）
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5月 29日 研究会 (OL) 研究発表（柳澤）

6月 12日 研究会 (OL) 研究発表（柳澤）、打ち合わせ

6月 27日 バッコック コロナ禍明けの初めてのバッコック訪問

~29日 現地調査

7月 31日 研究会 (OL) 研究発表（柳澤）、打ち合わせ

8月 25日 研究会 (OL) 研究発表（柳澤）、打ち合わせ

9月 5日 研究打ち合 渡航直前打ち合わせ

わせ (OL)

9月 11日 バッコック バッコック研究報告会報告会：

~15日 報告会、現地 "f)。annghien c(ru Bach C,., C dang lam gi?: M. C dich va y 

調査、日越外 nghfa C, a nghien C如＂ （柳澤雅之）

交関係樹立 "Nhむngthay d"'i v" ng曲 iclan lang que qua Kh'o Sat Toan 

50周年記念 Di~n Xom B -Nhin tむS¥fm& r~ng ph_m vi d_a ly c'a hon 

番組取材 nhan -"（藤倉哲郎） ＂ 

Nghien C如 Langご BachC℃ Khia c. nh ca忙iv(c lam 

ngoai lang nhin den mo hinh DTV (Sang di t"'i v")"（新美

達也）

II:0oan nghien C如 BachC"'c咋 taiCO'c"'u khong giant"'1" va 

cong trinh kien true lang"（小川有子）

10月 11日 研究会 (OL) 研究発表（小川）、打ち合わせ

11月22日 研究会 (OL) 研究発表（柳澤）、打ち合わせ

12月26日 研究打ち合 次年度調査の打ち合わせ

わせ (OL)

2024年

1月 30日 研究打ち合 2024年 調査内容の検討、 BC通侶 No.22号編集状況、

わせ (OL) ベトナム学研究所設立 20周年記念シンポヘの参加

2月 16日 研 究 発 表 令和 5年度東南アジア地域研究研究所共同利用・共同研究拠

(HY) 点「グローバル共生に向けた東南アジア地域研究の国際共同

研究拠点」年次研究成果発表会に参加。

「東南アジア農村社会における人々の機会とリスクに関す

る研究枠組み構築の試み（代表：藤倉哲郎）」

2月20日 研究打ち合 X6m調査内容の検討、 BC通信 No.22号編集状況、ベトナ

わせ (OL) ム学研究所設立 20周年記念シンポヘの参加

3月 11H 研究打ち合 調壺内容の検討、 BC通信 No.22号編集状況、ベトナム

わせ (OL) 学研究所設立 20周年記念シンポヘの参加
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3月 19日 研究発表（対 ベトナム学研究所設立 20周年記念シンポに参加し、全体会

面） 議の挨拶と口頭発表、司会を担当（柳澤）。

Y anagisawa Masayuki. 2024. "How can a village study 

contribute to the Vietnamese studies: From an 

Interdisciplinary village study at lang Bach Coe in the Red 

River Delta, Vietnam,＂じ K'N(M20 NAM THANH L~P 

V(N vA H)  TH'0 KHOA H. C QU-c T-"NGHIEN 

C(ruvA:0AoT_ OV(TNAMH_ C:NHO'NGV-N:0-LY 

LU~NVA TH{)'C TI"N", f). I H. C QU℃ GIAHAN),Ha 

Noi. 

3月20日 バッコック 次年度 網羅的社会経済調査の時期の確認、情報収集。

現地調査

4月8日 研究打ち合 網羅的社会経済調査のための調査票検討

わせ (OL)

4月28日 研究打ち合 網羅的社会経済調査のための調査票検討

わせ (OL)

5月 15日 研究打ち合 調査内容の検討、スケジュール調整

わせ (OL)

5月29日 研究打ち合 調査内容の検討、スケジュール調整

わせ (OL)

6月 12日 研究打ち合 網羅的社会経済調査のための調査票検討

わせ (OL)

7月 17日 研究打ち合 網羅的社会経済調査のための調査票検討

わせ (OL)

7月 23日 現地調査 予備調査の実施

~7月 28

日

8月 1日 研究打ち合 網羅的社会経済調査のための調査票検討

わせ (OL)

ワークショ X-DiPLAS採択者ワークショップ

ップ (OL)

8月9B 研究打ち合 網羅的社会経済調査のための調査票検討

わせ (OL)

8月 19日 研究打ち合 網羅的社会経済調査のための調査票検討

わせ (OL)

8月 26日 現地調査 網羅的社会経済調査の実施



Quý

Xóm

 

4

~9月 6日

9月25日 研究打ち合 現地調査報告、 さん退職記念の会、今後の予定

わせ (OL)

10月 13日 研究打ち合 X-DiPLASミーティング

わせ (OL)

11月6日 研究打ち合 Quyさん退職記念の会について

わせ (OL)

11月9日 日本ベトナ 日本ベトナム研究者会議にて、 調査結果 (2015/16調

ム研究者会 査）を口頭発表。「紅河デルタ村落の社会経済構造の変容一

議 (HY) 2015年バッコック村一集落の網羅的調査結果から一」（柳澤

雅之、藤倉哲郎、小川有子、澁谷由紀、新美達也）

11月22日 バッコック Quyさん退職記念の会について

現地調査

12月 18日 研究打ち合 退職記念の会報告、バッコック通信 No.23号検討

わせ (OL)

2025年

1月22日 研究打ち合 バッコック通信 No.23号検討、編集

わせ (OL)

1月30日 研究打ち合 国立民族学博物館にて X-DiPLASミーティング

わせ

2月27日 研究打ち合 バッコック通信 No.23号検討、編集

わせ (OL)

2月 14日 京都大学東 令和 6年度東南アジア地域研究研究所共同利用・共同研究拠

南アジア地 点「グローバル共生に向けた東南アジア地域研究の国際共同

域研究研究 研究拠点」年次研究成果発表会に参加。

所 GCR報告 「東南アジア農村社会における人々の機会とリスクに関す

A 工 る研究枠組み構築の試み（代表：藤倉哲郎）」

※ HY：オンラインと対面を併用するハイブリッド形式、 OL:オンライン形式




